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《 業 種 別 総 括 》 

                            24 年 4 月 

 

〔漁業〕 

・ ４月の総水揚げは、底曳き網漁が振るわず漁獲量は前年を下回るも、漁獲金額では上回っ

た。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 日本中央競馬会(JRA)主催の２歳馬調教競り市「JRAブリーズアップセール」が中山競馬場

で開催された。上場馬74頭全てが落札され盛況に終わった。 

・ 花卉の出荷量は 16千本、出荷金額は 184万円。天候不良により、作業にやや遅れが見ら

れる。 

・ 三石・えりも両地区の黒毛和牛の合計出荷状況は、頭数、金額とも前年を下回った。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）は、件数で 49件、金額で 740百万円の状況。月中発

注額は前年比増加した。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の総請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は 3,203百万円で前年を上回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 19件で前年(15件)を上回った。 

〔卸・小売業〕 

・ 地元一般小売店は、消費低迷で、売上は前年比やや減少。スーパーは、前年比微減の業況。

コンビニ店は、連休前半に観光客が訪れた地区もあり、各個店間に差は見られるが、全体

としてはやや増加の業況となっている。下旬から静内産ミニトマトの出荷が始まり道内市

場に出荷されている。春物衣料の売上は気温が例年に比べ低かったことから低調だった。

家電販売店では、薄型テレビなどが一巡したこと等から、売上の主力商品が乏しく、総体

的に前年比減少した。 

・ 新車登録台数(新冠～えりも地区)は 125台(前年同月比 53台増)。 

〔雇用〕 

・ 月間有効求人倍率は、浦河地区では、前年を上回り、前月比では下回った。全道の有効求

人倍率も前年同月を27ヶ月連続で上回ったが前月比では下回る結果となった。 

 

〔総括〕 

漁業は、漁獲量が底曳き網漁の不振により前年を下回るも、漁獲高では同比で上回っ

た。軽種馬業界は、今年初の「競り市場」が回復の兆しをみせ、建設業においても町

発注工事、管内の公共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は

前年を上回った。管内の新車登録台数は、昨年9月から 8ヶ月連続で前年を上回った。

雇用情勢では、当地区の有効求人倍率は前年を上回っているが、依然として低水準に

ある。また、小売業は消費の流出、少子高齢化、購買者の所得環境の低下等により業

況は低下傾向の中にある。このことから、4月の地区内経済概況は、緩やかな回復の兆

しが見え始めている業種がある一方、依然として先行き不透明感が拭えず閉塞感に覆

われている業種もあり、弱含みの業況にあると言える。 

 



２ 

 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛がに漁等。 

総漁獲量1,433ｔ・金額857百万円(前年同月比230ｔ減・137百万円増)。 
 

 
 
底曳き網漁………   152ｔ・  36百万円 (前年同月比   335ｔ減・ 37 百万円減） 

かれい漁…………    65ｔ・  19百万円 (  同       1ｔ増・  7 百万円減) 

たこ漁……………   503ｔ・ 320百万円 (  同     177ｔ増・167百万円増) 

つぶ漁……………   338ｔ・ 127百万円 (  同     102ｔ減・ 11 百万円増) 

うに漁……………    26ｔ・  29百万円 (  同         8ｔ増・  5百万円増) 

えび漁……………     7ｔ・   6百万円 (  同       3ｔ増・  3百万円増) 

ほっき漁…………    46ｔ・  16百万円 (  同        11ｔ増・  8 百万円増) 

タラスケソ漁……    10ｔ・   2百万円 (  同        29ｔ減・  5百万円減) 

毛がに漁…………    20ｔ・   6百万円 (  同        7ｔ増･  2百万円増) 

めぬけ漁…………    22ｔ・  11百万円 (  同      17ｔ増・  5百万円増) 

ほっけ漁…………    ７ｔ・   2百万円 (  同       5ｔ増・  1 百万円増) 

昆布漁……………   156ｔ・ 222百万円 (  同      30ｔ減・ 18 百万円減) 

その他……………    81ｔ・  61百万円 (  同      37ｔ増・  2百万円増) 
   

・ 4 月の総水揚げは、漁獲量が前年同月を 230ｔ下回るも、漁獲金額は同比 137百万円

上回った。前年に比べ、たこ、うに、えび、ほっき、毛がに、めぬけ、ほっけ漁等で

数量・金額ともに増加した。一方、つぶ漁は、数量が減少するも、金額では増加とな

っている。昆布、タラスケソ、底曳き網漁は、数量金額とも減少している。 

 

・ 管内各地で、「ウニまつり」が開催され、殻付ウニが格安で販売された。 
 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

漁獲高（百万円）漁獲量(t)
地区内総漁獲量・漁獲高

漁獲量（ｔ） 22年

漁獲量（ｔ） 23年

漁獲量（ｔ） 24年

漁獲高（百万円）

22年

漁獲高（百万円）

23年

漁獲高（百万円）

24年



３ 

 

 

 

＊〔軽種馬生産業〕 

・ 中山競馬場において、24 日「JRA ブリーズアップセール」が行われた。上場さ

れた 74 頭(前年 79 頭上場)全頭が 2 年振りに完売された。売上総額は 7 億 28

百万円で、前年比 21％上回った。今回から「新規馬主限定セレクション」も実

施された。 

・ 経営再建を目指している道営競馬の 2011年度収支が当初の黒字計上予想から約

2 億円の赤字計上が確実となった。 

 

＊〔農 業〕 

・ 4月の花卉の出荷量は、16千本（前年 33千本）・出荷金額 184万円（同 177万円）。

価格は上昇している。5 月の「母の日」に需要期を迎えるが、低価格の輸入物との競

合は厳しくなってきている。 

・ 静内産ミニトマト「太陽の瞳」の出荷が始まった。現在は道内市場で販売しているが、

6月からは本州方面への出荷も始まる。 

 

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 130 頭（前年 153 頭）、金額 8,068 万円(同 9,911

万円)。価格は、仔牛が 43万円(同 41万円)、肥育牛は 87万円(同 90万円)となった。

えりも地区は 10ヶ月素牛が出荷頭数 49頭(前年 54頭）、金額は 2,123万円（同 2,086

万円）。価格は牡が 47万円(前年 42万円)、牝は 38万円(同 35万円)であった。 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～広尾地区）工事は、件数 49 件・金額 740 百万円（前年 33 件 144

百万円)。前年を件数、金額で上回った。 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の総請負金額は、3,203百万円(北海道建設業信用保

証㈱の保証請負金額)。前年同月比 754百万円・30.8％上回った。全道ベースでは、前

年比、土木 8.8％増加、建築 5.3%減少、総体で 4％の増加となっている。 

 

＊〔建設業〕 

・ 個人住宅の工事は、まだ動きが本格化していない。一部地区を除き地元業者の稼動は

低調だった。 

 

＊〔建築確認申請〕 

・ 月中受付建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 19 件となっている（前年同月 15

件）。 
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＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が 776ｔ(前年 605ｔ)で前年比 28％の増加。

売上金額では 12,438千円（同 9,220千円）で同 35％の増加となった。 

 

＊〔製 材〕 

・ 建築資材に、動きが出始めている。漁函は受注生産により稼動。 

 
 
 
 
 
 
 

 

＊〔卸売業〕 

・ 野菜の入荷状況は、依然として本州産が主流であり、キャベツ、白菜、大根、長ネギ

の主菜は価格が低下傾向にある。天候回復により、野菜の成長が安定し、入荷量が増

加してきたことによる。また、北海道産のイモ・玉ねぎは依然高値で推移している。

地場産のホウレン草、小松菜、チンゲン菜は平年並みの価格で取引されていた。 

 

＊〔小売業〕 

・ 4 月のコンビニ店の売上は、連休前半に観光客が訪れた地区では、弁当、飲料水の売

上は好調であった。 

様似町鵜苫地区に、地元商店廃業店舗にコンビニ店が新規オープンした。 

・ 管内のスーパー、小売店の売上は減少傾向にある。大型店の集客力は、地元小売店の

売上流出の脅威を増している。 

・ ホームセンターや商店では花や野菜の種などを購入する姿が目立ってきた。プランターやフラワースタ

ンド、腐葉土、有機肥料などの資材も売上を伸ばしている。 

・ 家電製品は薄型テレビなどが一巡したこと等から、売上が伸びず、前年比 40％～50％

の減少となっている。薄型テレビに代わる看板商品が出てこない。 

新ひだか町静内に大型家電量販店のオープンが予定されている。 

・ 新車登録台数(新冠～えりも地区)は、125台で前年比 53台の増加となった。月中の新

車登録台数は 8ヶ月連続の前年越えとなった。 
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＊〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産発生は、新ひだか町の2件(前年同月0件)、

負債総額は6千万円であった。 

・ 当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は5件(同0件)、負債総額は14億4千万円。 

＊〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は41件(前年同月52件)、負債総額62億9千万円（同109億7千万円）。 

＊〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は1,004件(前年同月1,076件）、負債総額は2,289億6千万円（同2,795

億7千万円）となった。東日本大震災関連倒産は44件で 4月までの累計件数は734件

に達した。 

 

＊〔雇用〕 

・ ４月の浦河地区の月間有効求人倍率は0.52倍で、前年を0.02ポイント上回るも、前月

比では0.09ポイント下回った。求人数は、622人で前年を3人上回り、前月を77人下回

った。 

・ 全道の月間有効求人倍率は、0.49倍で前年同月を0.09ポイント上回った。前月比では

0.05ポイント下回った。厳しい状況がつづいている。 

 

 

 

 
 
 
 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 4 ／ 1 第 44回 ダービー卿チャレンジトロフィー         （ＧⅢ） 

    ガルボ号 (様似町 高村伸一 殿生産）   

 4 ／ 1 第 56回 産経大阪杯                   （ＧⅡ） 

    ショウナンマイティ号 (新ひだか町 矢野牧場 殿生産)   

 4 ／21 第 9回 福島牝馬ステークス               （ＧⅢ） 

    オールザットジャズ号 (新ひだか町 フジワラファーム 殿生産) 

 4 ／22 第 43回 読売マイラーズカップ                  （ＧⅡ） 

    シルボート号 (新ひだか町 タイヘイ牧場 殿生産） 

 4 ／29 第 145回天皇賞(春）                                （ＧⅠ） 

    ビートブラック号 (新冠町 ノースヒルズマネジメント 殿生産） 

 

・ 三石地区の農家が、道の駅隣接地で運営する農産物直売所「菜花」が今シーズン

の営業を始めた。今年は漬物の販売も予定している。 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成24年4月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,584 -20 56 2,602 11 39 

日 高 町 13,483 -230 67 6,588 -46 63 

新 冠 町 5,765 -70 -16 2,658 17 7 

新 ひ だ か 町 25,072 -317 87 12,222 -37 97 

浦 河 町 13,752 -324 -51 6,940 -66 8 

様 似 町 5,013 -125 1 2,327 5 10 

え り も 町 5,343 -89 20 2,171 -20 19 

日高地区合計 74,012 -1,175 164 35,508 -136 243 

広 尾 町 7,860 -161 50 3,515 -16 43 

大 樹 町 5,921 -95 -13 2,635 -3 22 

日高･十勝地区合計 87,793 -1,431 201 41,658 -155 308 

札 幌 市 1,909,490 8,831 5,171 984,302 12,864 5,144 

江 別 市 121,133 -643 193 54,172 496 294 

石 狩 市 60,592 -222 -24 26,654 151 50 

北 広 島 市 60,283 -234 -8 26,207 143 56 

恵 庭 市 68,775 -205 21 30,628 21 55 

千 歳 市 94,182 191 598 45,153 279 452 

石狩地区合計 2,314,455 7,718 5,951 1,167,116 13,954 6,051 

苫 小 牧 市 173,925 -46 164 84,256 1,089 272 

厚 真 町 4,825 -35 46 2,061 17 26 

む か わ 町 9,463 -175 39 4,464 -37 42 

胆振地区合計 188,213 -256 249 90,781 1,069 340 

営業区域合計 2,590,461 6,031 6,401 1,299,555 14,868 6,699 

(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成24年4月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 622 64,681 0.48 15.15 -11.02 -2.40 

月間有効求職者数 1,190 131,093 -3.17 -7.69 4.66 5.92 

月間有効求人倍率 0.52 0.49 0.02 0.09 -0.09 -0.05 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成24年4月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 19 4 10 

(新ひだか町～広尾町) 24/4～24/4 累計 19 4  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成24年4月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 5 144 5 144 小売業1件、卸売業1件、 

サービス1件、建設1件、 

1次産業1件 

 

新ひだか町2件、苫小牧市1件、

白老町1件、厚真町1件 うち新冠町～えりも町 2 6 2 6 

北 海 道 41 629 -11 -468   

全   国 1,004 22,896 -72 -5,061   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 



 

７ 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成24年4月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

120,128 -1.80 0.76 56,533 -6.12 -5.57 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 24年4月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 468 54.46 53.44 

交換金額 859 20.99 28.59 

不渡り手形枚数 ― ― ― 

不渡り手形金額 ― ― ― 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
24年4月の 登 録 24／1月～24／4月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 8 4 -20 66 13 

新ひだか町 55 24 -95 347 121 

浦 河 町 29 8 -41 164 50 

様 似 町 18 6 -12 72 11 

え り も 町 15 11 -26 84 42 

合 計 125 53 -194 733 237 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  4月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返したも

の(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 5.0 114.0 155.9 0.0 150.8 84.0 

広   尾 4.2 128.5 142.0 -0.8 114.0 77.3 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

９ 各町の水道使用量（平成24年4月） 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内    101,407 -3.6     49,707 2.0 151,114 -1.8 

新ひだか町三石 27,578 0.6 17,264 -1.5 44,842 -0.2 

浦 河 町 63,381 -2.2 29,012 -3.0 92,393 -2.4 

様 似 町 23,453 1.0 11,417 1.0 34,870 1.0 

え り も 町 26,027 0.7 10,599 -9.5 36,626 -2.2 

広 尾 町 33,228 1.3 14,938 1.1 48,166 1.3 

＊ 広尾町は24年3月分                             (資料出所：各町) 
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 日高振興局からのお知らせ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

移移住住交交流流推推進進事事業業のの取取組組みみ  

【管内における移住等の実績について】 

区分 「ちょっと暮らし」（）内は滞在日数 

   年度 

町名 
H19 H20 H21 H22 H23 累計 

日高町 － － － 
17名 

（817） 

31名 

（1,041） 

48名 

（1,858） 

新冠町 
15名 

（228） 

26名 

（733） 

11名 

（239） 

9名 

（241） 
－ 

61名 

（1,441） 

浦河町 
23名 

（2,670） 

33名 

（2,018） 

38名 

（2,549） 

57名 

（3,389） 

52名 

（4,702） 

205名 

（15,328） 

様似町 
1名 

（35） 
― ― － ― 

1名 

（35） 

新ひだか町 
8名 

（152） 

13名 

（280） 

19名 

（472） 

13名 

（263） 

28名 

（727） 

81名 

（1,894） 

  

【移住交流推進団体への加盟状況等】 

 ● 北海道移住推進協議会      【日高町、新冠町、浦河町、新ひだか町】 

   首都圏等の団塊の世代を主な対象として、参加自治体が連携・協力し、北海道への移住を推進するとと

もに、民間による移住ビジネスの創出などにより、北海道全体の振興を図る 

● 登録市町村（道への登録：１２６市町村） 【日高町、新冠町、浦河町、様似町、新ひだか町】 

  ①道のHPで移住対策に取組む意欲的な市町村を紹介 ②移住希望者からの紹介に対し内容に応じ登録

市町村を紹介 ③登録市町村からの情報をメルマガで発信 

【浦河町の移住交流推進事業への取組】 

 浦河建設協会(上田会長)の提案により、国土交通省の住宅モデル普及推進事業(平成20年度補正予算)と

して採択された生活体験住宅２棟が平成22年3月に完成し、同年4月から利用者受入を開始した。 

 ～生活体験住宅の概要～ 

≪新築住宅(１)≫                             

「農的暮らし体験住宅」                            

 【間取・面積】 

   平屋建て ２LDK＋工房 

        115．51㎡ 

   家庭菜園つき                

 【家賃】                     外  装        内  装                                          

夏季：月額70，000円 冬季：月額60，000円 

 日高振興局では、季節居住や交流居住などを含めた移住・定住を促進していくため、生活関連

や旬の地域情報をHPなどを利用し発信しています。 

 

主な取組など 



 

９ 

 

                                 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 

◎ 取 扱 期 間 ：平成 24 年 9 月 28 日（金）まで 

◎ 寄 付 先 ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 

◎ 手 数 料 ： 無 料 

◎ 受 領 書 ： 受領書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 

   

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利  最優遇金利 年0.95% (保証料は別途加算) 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成 24 年 4 月 2 日 (月）～平成 24 年 9 月 28 日（金）まで 

◎ 資 金 使 途 ： 住宅新築・購入・リフォーム・他行借換え・住宅に係る諸費用・保証料等。 

◎ 融 資 金 額 ： 資金使途、保証条件等により最大８，０００万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： １年以上最大35年以内（資金使途、建物の構造及び取扱保証会社等により期間が 

異なります）。 

◎      種 類 ： ①固定金利特約型（有担保  固定金利特約期間 ～３年 ５年 ７年 １０年 ） 

  ②変動金利無担保扱い 

◎  返 済 方 法    ： 元金均等または元利均等返済方式。ご返済金額の 50％までボーナス併用返済可能。 

◎  保 証 人 ： 保証会社の保証を受けられる場合、原則保証人不要。場合により連帯保証人1名以上。 

◎  融 資 対 象 者 ： 当金庫の会員で、満２０歳以上で当金庫の融資条件に合致する方、保証会社の保証 

が得られる方。 

 

※ ひだかしんきん「カー・ライフーローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年1.50％(保証料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成 24 年 4 月 2 日 (月）～平成 24 年 9 月 28 日（金）まで 

◎ 資 金 使 途 ： 自家用車両のご購入、免許取得、車検、修理等の費用 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 最長8年以内。お取扱保証会社により異なります。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

◎ 保 証 料 ： ご融資時一括払い、お取引金利に加算する毎月払いをご選択いただけます。 

保証料率は保証会社の定めによる料率。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 

 

※ 「ひだかしんきん・スプリング・キャンペーン 2012 特別金利定期預金」 
 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成 24 年 4 月 2 日 (月）～平成 24 年 7 月 2 日（月 )まで 

◎ 対 象 者 ： 個人のお客様のみです。 

◎ 預 金 種 類 ： スーパー定期預金・大口定期預金１・3・5年もの自動継続定期預金とします。 

◎ お預 入 金 額 ： １０万円以上のお預入とします。大口定期でのお取扱は、利息受取口座が必要です。 

◎ お 預 り 金 利 ： 1年定期預金0.10％(税込) 3年定期預金0.15%(税込) 5年定期預金0.25%(税込)。  

   

   

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 
 



 

 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 
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